
７月 14日（木）18時から、逗子文化プラザ・なぎさホールにて『逗子市

長桐ケ谷さとる市政報告会』が行われ、三浦半島地域連合から 19名が参加し、

報告を聞きました。 

冒頭後援会会長より、新型コロナウイルスの影響もあり、このような報告

会が出来ない時期が多かったが

確実に活動は進めているので今

後とも宜しくお願いしますとの

挨拶がありました。 

その後、来賓紹介をはさみ

『逗子市長桐ケ谷さとる市政報

告会』に入りました。 

市政報告では４年間の振り

返りとして①財政再建②新型コロナウイルス対策(逗子市

死亡者０)③傾斜地対策（三浦半島地域連合の政策・制度

要求と提言でも要望）を紹介しました。 

その後は逗子市の将来を語り、我慢の４年で財政再建

が一定のレベルに達したために、今後は積極的に環境・教

育・施設や市民の要望などに財源をあてて、逗子市に住ん

でみたいと思って頂ける市にして行きたいと抱負をのべ

ました。 


